
 

平成２９年度「仙台市確かな学力研修委員会 中学校理科部会」提案授業 

第２学年 理科学習指導案 

                    日  時：平成２９年１２月１日（金）１４：１０～ 

指導学級：仙台市立富沢中学校 ２年１組 ３８名 

指 導 者：教諭 沼尾 和弥           

指導教室：南理科室               

 

１ 本授業における提案 

【提案１】 

同じ抵抗器を用いた異なる回路に流れる電流の規則性について深く考えるための課題の工夫 

・豆電球と抵抗器を組み合わせたいくつかの回路における電球の明るさの違いを予想し，確かめ

の実験を行う。既習事項を活用した結果の予想，話合いによる知識の整理，検証と考察といっ

た流れで思考を深め，考えを発表することで表現力の向上を図る。 

 

【提案２】 

理論に迫るための話合い活動の工夫 

・話合い活動を，課題に対して自分の考えを持つ「自分で考える」段階，その考えを少人数で話

し合い検証する「深める」段階，そして，話し合った内容を他者に発表する「伝える」段階の

三つの段階に分けることで，科学的思考の深化を図る。 

 

２ 単元名  電気の世界「電流の性質」 

 

３ 単元の目標 

 電流回路についての観察，実験を通して，電流と電圧との関係及び電流の働きについて理解させ

るとともに，日常生活や社会と関連付けて電流と磁界についての初歩的な見方や考え方を養う。 

 

４ 単元の評価規準 

 

 

 

自然事象への 

関心・意欲・態度 

科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての 

知識・理解 

回路と電流・電圧，

電流・電圧と抵抗，

電気とそのエネルギ

ー，静電気と電流に

関する事物・現象に

進んで関わり，それ

らを科学的に探求し

ようとするととも

に，事象を日常生活

との関わりでみよう

とする。 

回路と電流・電圧，電流・電圧

と抵抗，電気とそのエネルギー，

静電気と電流に関する事物・現象

の中に問題を見いだし，目的意識

を持って観察，実験などを行い，

回路における電流や電圧の規則

性，金属線に加わる電圧と電流の

関係や電気抵抗，電流による熱や

光の発生と電力との関連，静電気

の性質や静電気と電流との関係

などについて自らの考えを導き，

表現している。 

回路と電流・電圧，

電流・電圧と抵抗，

電気とそのエネルギ

ー，静電気と電流に

関する観察，実験の

基本操作を習得する

とともに，観察，実

験の計画的な実施，

結果の記録や整理な

どの仕方を身に付け

ている。 

回路における電流

や電圧の規則性，金

属線に加わる電圧と

電流の関係や電気抵

抗，電流による熱や

光の発生と電力との

関連，静電気の性質

や静電気と電流との

関係などについて基

本的な概念や原理・

法則を理解し，知識

を身に付けている。 



 

５ 指導にあたって 

（１）単元について 

 小学校では，低学年で電気が流れる物体や流れる仕組みについて，高学年で電磁石や光や音への変換につい

て学んでいる。実験によって確認できた事象を定性的に捉えて理解している。本単元では，電流回路などの実験

を通して電流や電圧の規則性を見いださせ，その概念を理解させることをねらいとする。実験結果を数値化して

捉えることで，定量的な電流概念を形成させる。また電流から熱や光が取り出せることや電流と磁界の相互作用，

静電気の性質などの身近な現象を実験により確かめることで，日常生活と関連付けて理解させる。 

 

（２）生徒について（２年１組 男子１９名 女子１９名 計３８名） 

 

 

 

 

 

－ 省 略 － 

 

 

 

 

 

 

（３）指導に当たって 

 本単元では，生活に欠かせない身近な電気について学習する。しかし，電流自体は直接見ることは難しい

ため様々な機器を適切に使いながら，電気について正しく捉えさせることが大切である。さらに，電気につ

いて定量的な概念を身に付けるために，正確な実験操作やデータを処理する力が求められる。また，課題解

決に向けて，目的を理解しながら実験に取り組むことが必要である。実験においては，少人数班で実験を行

い，実験操作をする機会を増やすことで技能の向上を目指す。また，課題解決に向けて実験の目的を明確に

したり，実験の計画を自ら立てたりすることで，科学的な思考力を高めたい。生徒の意欲を保ち，学び合い

を通して思考力を向上させる場を適切に設定しながら指導を行っていく。 

 

（４）提案の概要とその理由について 

 仙台市標準学力検査第３学年の結果から，「電流の性質」における抵抗器のつなぎ方と電流，電

圧の関係を答える設問で，目標値を25.3ポイント下回った。この要因として，抵抗器のつなぎ方に

よる電圧と電流の大きさの違いを正しく理解できておらず，直列回路と並列回路の抵抗の大きさを

比べることができなかったことが挙げられる。 

 この課題の改善のために，抵抗器のつなぎ方と電流と電圧の関係を数値的に捉えさせるのではな

く，定性的に捉えさせるようにすることが必要であると考えた。そのために，電流の大きさを比べ

るために豆電球の明るさを用い，抵抗器のつなぎ方を変えると豆電球の明るさが異なる理由を考え

させることで電流や電圧，抵抗についての解釈を深めさせることを目標とした。 

 

６ 単元の指導計画 

（１）指導計画（３５時間）   

  第１章 静電気と電流  （６時間） 

  第２章 電流の性質   （１５時間） ・・・本時 １２／１５時間 

  第３章 電流と磁界   （１４時間） 

 



 

（２）第２章の指導計画 

次(時) 
主な学習活動 指導上の留意点 評価 

関 思 技 知 

１ 

・家で使う電気製品のうち，最も電気料金がか

かるものは何か。それを知るには何を調べれ

ばよいのかを記述し，発表する。 

・「課題」回路に電流が流れるためには，どのよ

うな条件が必要か考える。 

 

 

 

・乾電池や導線を使って，回路につい

て進んで調べさせる。 

○ ○   

２ 

・直列回路，並列回路を組み立て豆電球の明る

さを確認する。 

 

・電気用図記号や回路図について説明を聞き，

実際にかいてみる。 

・直列や並列につないだ豆電球を１個

はずしたときの，電流の道筋につい

て予想させる。 

・電気用図記号や回路図のかき方を理

解させる。 

  ○ ○ 

３ 

・「基礎操作」電流計や電源装置の使い方，電流

の単位はアンペア〔A〕であることを聞く。 

・豆電球１個の回路で，豆電球の前後の電流値

を測定し，違いがないことを確かめる。 

 

・「課題」直列回路と並列回路で，電流の流れ方

に違いがあるか考える。 

・電流計を正しく接続し，回路の各点

の電流を測定させる。 

・豆電球に流れこむ電流と流れ出る電

流の強さは同じであることを，水流

モデルと関連付けて理解させる。 

・直列回路，並列回路の各点を流れる

電流の強さについて予想させる。 

 ○ ○  

４ 

【実験２】 

「直列回路と並列回路を流れる電流」 

・抵抗器２個を用いた直列回路，並列回路の各

点の電流値を測定する。 

・回路の中で電流は分かれたり合流したりする

が，増えたり減ったりすることはないことを

確認する。 

 

・実験の目的を意識して実験を正確に

行い，結果を記録させる。 

 

・実験の結果から，直列回路，並列回

路の各点を流れる電流の強さにつ

いて，水流モデルなどを使って論理

的に推論させる。 

○  ○  

５ 

・電池のはたらきを考える。 

・電池が１個の場合と２個直列につないだ場合

の，豆電球の明るさを比較する。 

・電圧の話を聞く。 

・「基礎操作」電圧計，デジタルマルチテスター

の使い方についての説明を聞く。 

・豆電球１個と乾電池１個を使って，回路の中

での電圧の変化について調べる。 

・「課題」直列回路と並列回路の中での電圧の変

化について考える。 

 

 

 

・電圧の働きや電圧の単位について，

ある高さから水が落ちる様子と関

連付けて説明する。 

・電圧計を正しく接続し，回路の各部

分の電圧を測定させる。 

・直列回路，並列回路の各部分に加わ

る電圧について予想させる。 

 ○ ○  

６ 

【実験３】 

「直列回路と並列回路に加わる電圧」 

・電圧計が，乾電池の働きがどれくらい失われ

たかを測定する計器であること，そのつなぎ

方を確認する。 

・抵抗器２個を用いた直列回路，並列回路の各

部分の電圧値を測定する。 

 

 

・実験の目的を意識して実験を正確に

行い，結果を記録させる。 

 

・実験の結果から，直列回路，並列回

路の各部分に加わる電圧について，

水流モデルなどを使って論理的に

推論させる。 

○  ○  

７ 

・電流とは何か，電圧とは何かを再確認する。 

・「学びを活かして考えよう」タコ足配線の危険

性について聞き，なぜ危険なのかを考える。 

・電流とは何か，電圧とは何かを再確

認させる。 

・タコ足配線の危険性について聞き，

なぜ危険なのかを考える。 

   ○ 



 

８ 

・電圧と電流が無関係ではないことを予想し，

電圧と電流，抵抗の関係を調べる実験計画を

考える。 

【実験４】「電圧と電流の関係」 

・抵抗器に加える電圧を変化させたときの電流

の大きさを調べ，結果をグラフにかく。 

・電圧と電流は比例することを確認する。 

・電熱線に加わる電圧と電流の間に，

どのような関係があるのかを調べ

る実験を計画させる。 

 

・目的意識を持って，電圧と電流との

関係を調べる実験を正しく行わせ，

測定値をグラフにさせる。 

・実験の結果から，電圧と電流が比例

関係にあることを見いださせる。 

 ○ ○  

９ 

・オームの法則について聞く。 

・実験の結果を今度は横軸に電流，縦軸に電圧

をとり，その傾きが１ A の電流を流すために

必要な電圧であることを確認する。その値を

抵抗といい，電流の流れにくさを表す数値で

あることを理解する。 

・電子を流れにくくするものは何か考える。 

 

・電流の流れやすさ，流れにくさにつ

いて話し合わせる。 

・オームの法則，抵抗や抵抗の単位に

ついて，理解させる。 

 

○   ○ 

１０ 

・これまでの実験２，実験３がつながりのある

ものであったことを考える。 

・オームの法則の関係式を理解し，具体的な計

算を行う。 

・オームの法則を表す数式を使って，

電流，電圧，抵抗の値を計算させる。 

・物質の種類によって抵抗の値が異な

ることを理解させる。 

  ○ ○ 

１１ 

・直列回路においては，全体の抵抗値は和にな

ること，並列回路においては，全体の抵抗値

は各抵抗値よりも小さくなることを実験２，

実験３の具体的な数値でそれぞれ確認し，そ

の理由を考える。 

・導体，不導体について，説明を聞く。 

・物質の電気抵抗の大小がどのように活かされ

ているかを考える。 

・直列回路や並列回路の各部分の抵抗

の値と全体の抵抗の値との関係に

ついて考えさせる。 

 ○  ○ 

１２ 

 

本時 

 

・豆電球と抵抗を組み合わせたいくつかの回路

における電球の明るさの違いを予想する。 

・検証実験を行い，回路による電流の大きさの

規則性について考える。 

・検証実験の計画と結果を通して，科

学的に根拠を説明させる。 

 
○ ○   

１３ 

・電力の定義と単位について説明を聞く。 

・電圧，電流が増すと，電流の働きが大きくな

ることを理解する。 

・教室や理科室にある電気製品のワット数を調べる。 

・日常生活での経験から，ワット数と

発熱との関係について考えさせる。 

・電力の単位や，電力と電気器具の働き，

消費電力の表示について理解させる。 

○   ○ 

１４ 

 

【実験５】「電熱線の発熱量」 

・電熱線に電流を流して，水の上昇温度を測定

する。班ごとに条件を変え，電力と発熱量の

関係，電流を流す時間と発熱量の関係などを

調べる。 

 

・電力が電圧×電流になっていることを確認す

る。 

 

 

・電熱線の発熱量は，電熱線のワット

数だけで決まるのかを予想させる。 

・目的意識を持って実験を行い，電熱

線の発熱量とワット数との関係に

ついて調べ，結果をまとめさせる。 

・ワット数と電流や電圧と水の温まり

方との関係，時間と温まり方との関

係を見いださせる。 

○  ○  

１５ 

・熱量や電力量の計算式について説明を聞く。 

・電気料金の請求書から，各家庭でどのくらい

の電力量を消費しているのか調べる。 

・電気製品のワット数を調べ，どのような電気

製品は消費電力が大きいのか知る。 

 

・各家庭で１か月間にどれくらいの電

力量を消費しているかを事前に調

べさせ，電気エネルギーの消費をお

さえる行動を話し合わせる。 

○   ○ 

 

 



 

７ 本時の指導 

（１）本時のねらい 

① 既習事項を基に，実験の予想と考察について自らの考えを発表し，話し合うことができる。 

【関心・意欲・態度】 

② 豆電球と抵抗器を組み合わせたいくつかの回路における電球の明るさの違いを説明できる。 

【科学的な思考・表現】 

 

 

（２）指導過程 

時間 学習内容 指導上の留意点 評価 

導 

入 

 

５ 

分 

・抵抗器を入れない回路では，電球が切れるこ

とを確認する。 

 

 

 

・回路に抵抗器を入れる意味について説明を聞

く。 

・各班，乾電池（２個，直列つなぎ）に

豆電球（１.5Ｖ）をつなぎ，切れるまで

の様子を確認させる。 

・なぜ切れたのか，どうすれば切れない

ようにできるか考えさせる。 

・抵抗器を入れることで，電流の大きさ

をコントロールしていることに気付か

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 展 

 開 

４２ 

分 

 

 

 

 

(3 分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・抵抗器を二つまで使い，電球が切れずに最も

明るく（暗く）点灯する回路を一つ考え，ワー

クシートに記入する。 

・予想した理由を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・少人数班で集まり，自分の意見を発表する。 

・班の意見をまとめ，理由を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・奇数班の生徒は明るく点灯する回路に

ついて，偶数班の生徒は暗く点灯する回

路について考える。 

・回路図のかき方を統一するために，電

池と電球がかいてある回路図の空白部

分を考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

・既習事項を使って理由を考えさせる。 

（・回路に流れる電流） 

（・電流と電圧の関係） 

（・抵抗器のつなぎ方による違い） 

・話合いにはホワイトボードを用いさせ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(関心･

意欲･

態度) 

 

 

 

 

予想される生徒の反応 

明るくなってから切れる。 

電流が大きすぎたのではないか。 

 

課題 電球が切れずに最も明るく（暗く）点灯する回路を考えよう 

【提案２】理論に迫るための話し合い活動の工夫 

提案２−①「自分で考える」段階 

提案２−②「深める」段階 

【提案１】同じ抵抗器を用いた異なる回路に流れる電流の規則性について

深く考えるための課題の工夫 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(7 分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(7 分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・回路図と理由をワークシートに記入する。 

 

 

・班の意見を確かめるための実験を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

る。（考えをかく，回路図をかきこむ，

など自由に使わせる） 

 

 

・話合いの進行，ホワイトボードの記入，

発表などの役割は，事前に決めておく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・理由を検証することができる比較回路

を考えさせる。 

・必ず二つ以上の回路で検証させる。 

・比較する回路の違いを明確にさせる。 

・決まったらワークシートに記入させ

る。 

 

・全グループが考え終わるまで，実験は

させないようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5 分) 

・実験を行い，結果をワークシートに記録する。 ・班の結果をホワイトボードにまとめて

おく。※ここまで１０班編制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・明るい回路を考えた班と暗い回路を考えた班

が２班ずつ集まり，それぞれの班の結果を発

表し合う。 

 

・班ごとに，これまでに考えた回路すべてを出

し合い順番を付ける。 

・その理由を考察する。 

 

 

 

 

 

 

 

話合い班 ※ここから５班編制 

1，2 班 3，4 班 5，6 班 

7，8 班 9，10 班 

 

・二つの班の意見を合わせ，一つの意見に

なるように話し合わせる。 

・最も明るい，暗い，両方の理由を考えさ

せる。 

 

 

予想される回路 

明るい回路 

・抵抗器二つ並列つなぎ  ・抵抗器一つ 

（以降「並列つなぎ」）  （以降「抵抗器一つ」） 

      

比較する回路 

   

・直列つなぎ ・並列つなぎ  ・抵抗器が一つ 

 

たしかめるための回路を二つ以上考えよう 

明るく光る順に回路に順番をつけよう 

提案２−③「伝える」段階 

予想される回路  

暗い回路 

・抵抗器二つ直列つなぎ 

（以降「直列つなぎ」） 

 



 

 

（４）評価について 

本時の評価規準（Ｂ） Ａと判断される生徒の姿 C と判断される生徒への手立て 

 既習事項を使い，実験の予想

と考察について自らの意見を

発表し話し合っている。 

【関心･意欲・態度】 

 既習事項を使い，実験の予想

と考察について自らの意見を

発表するだけでなく，進んで話

合いをまとめている。 

 どの既習事項を使うのかア

ドバイスし，自分の意見を持た

せて話合いに臨ませる。 

豆電球と抵抗器を組み合わ

せたいくつかの回路における

電球の明るさの違いを説明し

ている。 

【科学的な思考･表現】 

豆電球と抵抗器を組み合わせた

いくつかの回路における電球の明

るさの違いを説明している。また，

抵抗・電流について正しく理解し

表現している。 

 回路と抵抗の既習事項を確

認した上で，「明るさ」と「抵

抗の大きさ」の関係を理解させ

る。 

 

（５）板書計画 

 

 

 

         使う道具 

             

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 豆電球の明るさの違いは 

    「回路に流れる電流の大きさ」によって変わる。 

明るさ 並列つなぎ 抵抗器一つ 直列つなぎ 

抵抗 小さい  大きい 

電流 大きい  小さい 

 

 

 

 

 

 

 

(20  

分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

・各班発表する。 

・「電流」「抵抗」と言う単語をヒントとし

て与えながら，話合いを進めさせる。 

・二セットの実験道具を同時に使い，考え

を確かめさせてもよい。 

・明るさの違いは，抵抗の大きさの違いで

あることに気付かせる。 

・考察が終わった班は，発表の準備をさせ

る。 

※状況に応じて，代表２～３班が発表する。 

 

 

終 

結 

３ 

分 

・明るさの順番から，抵抗，電流の大きさにつ

いて考えワークシートに書き込む。 

・抵抗器の組み合わせによる抵抗の大きさの違いと

電流の大きさの違いについてのまとめを聞く。 

・明るさと電流の大きさの関係についてまとめ

る。 

 

 

・明るさの理由は，抵抗の大きさの違い

であることを確認する。 

・抵抗により電流の大きさが変わってい

ることに気付かせる。 

 

 

課題 電球が切れずに最も（明るく・暗く） 

点灯する回路を考えよう 

○明るく光る順に回路に順番をつけよう 

○たしかめるための回路を二つ以上考えよう 

予想される考察 

・並列＞抵抗器一つ＞直列二つの順に明るい 

・並列につなぐと抵抗が小さくなるから。 

・直列につなぐと抵抗が大きくなるから。 

・抵抗が大きいと，電流が小さい。 

・抵抗が小さいと，電流が大きい。 

・電流が大きいのは，並列。 


